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伸
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は
じ
め
に

　

耳
鳥
齋
は
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
以
前
に
生
ま
れ
た
可
能
性
が
高
く
、

安
永
年
間
か
ら
享
和
年
間
に
か
け
て
活
動
し
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
あ

る
い
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
頃
に
死
去
し
た
と
推
測
さ
れ
、
寛
政
年
間

に
円
熟
期
を
迎
え
た
戯
画
作
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　

耳
鳥
齋
が
関
わ
っ
た
版
本
（
絵
本
）
に
つ
い
て
は
、
肥
田
晧
三
氏
の
研
究

が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
、
耳
鳥
齋
の
著
書
六
点
と
耳
鳥
齋
が
挿
絵
を
入

れ
た
版
本
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
し
た
論
考
と
し
て
、
伊
丹
市
立
美
術
館
編
『
笑

い
の
奇
才 

耳
鳥
齋
―
近
世
大
坂
の
戯
画
』（
二
〇
〇
五
年
）
に
収
載
さ
れ
た

論
文
「
耳
鳥
齋
の
版
本
作
品
に
つ
い
て
」
が
知
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　
『
洒
落
本
大
成
』（
中
央
公
論
社
）
他
、
耳
鳥
齋
が
関
わ
っ
た
版
本
の
多
く

に
は
、
詳
細
な
書
誌
的
記
述
が
付
け
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
論

で
は
そ
れ
ら
を
簡
潔
な
情
報
と
し
て
ま
と
め
る
の
み
と
し
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
作
風
の
特
質
を
中
心
に
論
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。
耳
鳥
齋
は
生
前
に
四
点
の
著
書
を
刊
行
し
、
没
後
ま
も
な
く
二
点

の
版
本
を
刊
行
し
た
。
そ
の
他
に
も
種
々
の
版
本
の
た
め
に
挿
絵
を
描
い
て

お
り
、
本
稿
で
は
肥
田
氏
の
解
説
を
道
案
内
に
し
て
、
耳
鳥
齋
の
版
本
に
お

け
る
挿
絵
の
展
開
に
言
及
す
る
。
こ
の
研
究
に
よ
っ
て
、
耳
鳥
齋
の
制
作
活

動
に
お
け
る
時
期
的
な
変
化
が
明
ら
か
に
な
り
、
肉
筆
画
と
の
関
係
に
も
理

解
が
深
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
耳
鳥
齋
に
よ
る
戯
画
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、
鳥
羽
絵
、

鳥
羽
僧
正
覚
猶
、
英
一
蝶
、
古
磵
明
譽
、
与
謝
蕪
村
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
と
り
わ
け
蕪
村
の
影
響
に
つ
い
て
は
注
意
深
い
検
討
が
必
要
で

あ
ろ
う（

（
（

。
し
か
し
、
耳
鳥
齋
の
肉
筆
画
を
見
る
限
り
、
蕪
村
の
影
響
を
指
摘

す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
し
、
耳
鳥
齋
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
墨
摺
り

の
版
本
に
は
、
蕪
村
の
描
く
俳
画
に
登
場
す
る
略
筆
の
人
物
描
写
と
類
似
す

る
も
の
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
版
本
の
検
討
は
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

蕪
村
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
耳
鳥
齋
の
版
本
と
の
関
係
が
取
り
ざ
た
さ
れ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
耳
鳥
齋
の
版
本
の
人
物
描
写
は
、



二

制
作
年
代
や
作
風
展
開
の
足
跡
な
ど
、
肉
筆
画
の
成
立
の
状
況
と
そ
の
背
景

に
も
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
基
本
的
な
作
風
と
な
っ
て
お
り
、
耳
鳥
齋
の
全

貌
を
解
明
す
る
た
め
に
も
、
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
。
こ
こ
で
は
江
戸
時
代

の
戯
画
作
者
の
中
で
も
特
異
な
耳
鳥
齋
の
作
風
の
変
遷
に
焦
点
を
絞
っ
て
論

じ
て
み
た
い
。

一　
『
絵
本
水
や
空
』（
安
永
九
年
・
一
七
八
〇
年
）

　

最
初
の
著
書
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
絵
本
水
や

空
』（
三
巻
三
冊
・
木
版
墨
刷
・
各
縦
二
三
・
五
、
横
一
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
）〔
図
1
、
2
、
3
〕
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
舞
台
で
演
じ
る
大
坂
、
京
、
江〔図 1〕『絵本水や空』（表紙）　関西大学図書館蔵

〔図 2〕『絵本水や空』

戸
の
歌
舞
伎
役
者
の
姿
が
素
朴
な
描
写
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
肥
田
氏
が
指

摘
す
る
と
こ
ろ
で
は
、「
も
と
も
と
こ
の
年
の
大
坂
角
の
芝
居
と
京
の
春
狂

言
・
江
戸
の
初
春
興
行
に
出
演
し
た
人
気
役
者
四
十
三
名
の
当
り
役
を
写
し

と
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
性
と
特
報
性
に
価
値
の
あ
る
作
品
で
あ
っ
た（

（
（

。」
と
い
う
。

『
絵
本
水
や
空
』
が
世
間
に
大
き
な
驚
き
を
与
え
、
耳
鳥
齋
の
名
前
を
広
げ
る
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三

〔図 4〕『絵本水や空』

〔図 3〕『絵本水や空』

た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
ら
し
い
。
そ
の
結
果
、『
絵
本
水
や
空
』
は
、

日
本
の
漫
画
史
に
お
け
る
貴
重
な
作
品
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
。

　
「
水
や
空
」
の
書
名
に
つ
い
て
肥
田
氏
は
、
古
歌
の
「
水
や
空
空
や
水
と
も

見
え
わ
か
ず
か
よ
い
て
す
め
る
秋
の
夜
の
月
」
に
典
拠
が
あ
る
と
指
摘
し
、

空
と
も
水
面
と
も
見
分
け
の
つ
か
ぬ
情
景
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
何
と
も

捉
え
所
の
な
い
内
容
を
示
し
て
い
る
と
い
う（

（
（

。
加
え
て
、
肥
田
氏
に
よ
る
と
、

描
か
れ
た
役
者
の
風
貌
が
、「
ま
こ
と
の
姿
か
、
か
り
の
姿
か
み
わ
け
が
つ
か

ぬ（
（
（

」
と
い
う
諷
意
も
書
名
に
関
わ
っ
て
い
る
ら
し
い
。『
絵
本
水
や
空
』
の
跋

文
は
銅
脈
山
人
（
銅
脈
先
生
・
畠
中
頼
母
）
が
執
筆
し
て
お
り
、「
狩
野
派
で

も
な
く
、
土
佐
派
で
も
な
く
、
鳥
羽
僧
正
の
流
れ
で
も
な
い
、
捉
え
所
の
な

い
流
儀
の
画
、
そ
れ
で
書
名
を
水
や
空
と
云
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
流
派
に
よ
る
工
房
中
心
の
絵
画
制
作
が
行
わ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
に
お

い
て
、
一
匹
狼
の
耳
鳥
齋
は
、
い
ず
れ
の
流
派
に
も
は
ま
ら
な
い
特
異
な
絵

画
を
描
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
い
で
な
が
ら
、
こ
の
跋
文
に
お
い

て
、「
鳥
羽
僧
正
の
流
れ
で
も
な
い
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
が
、
耳
鳥
齋
と
鳥



四

羽
僧
正
覚
猶
と
は
し
ば
し
ば
影
響
関
係
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
も
の
の
、
両

者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
な
お
不
明
な
点
が
多
い
。

　

人
物
描
写
は
き
わ
め
て
素
朴
で
、
身
体
の
平
面
的
な
描
写
を
基
本
に
し
て
、

手
足
の
簡
潔
素
朴
な
形
態
描
写
は
、
後
年
の
耳
鳥
齋
の
描
写
と
は
大
き
く
異

な
っ
て
、
独
特
の
味
わ
い
を
示
し
て
い
る
。
口
上
を
述
べ
る
中
川
正
五
郎
〔
図

4
〕
の
身
体
描
写
は
、
直
線
を
基
本
に
し
た
素
朴
な
線
描
で
形
づ
く
ら
れ
て

お
り
、
身
体
の
立
体
感
（
厚
み
）
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
巻
紙
を
持
つ

右
手
の
描
写
も
、
写
生
と
は
か
な
り
距
離
が
あ
り
、
酒
造
業
か
ら
戯
画
作
者

へ
と
転
身
し
た
耳
鳥
齋
と
い
う
戯
画
作
者
の
出
発
点
（
原
点
）
を
明
ら
か
に

し
て
い
て
、
大
変
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
人
物
描
写
を
、
単
純
に
稚
拙
だ
と

考
え
て
は
な
ら
な
い
が
、
確
か
に
、「
写
実
的
な
も
の
」、「
写
生
的
な
も
の
」

を
熟
練
の
指
標
と
考
え
る
な
ら
、
こ
の
段
階
の
耳
鳥
齋
は
、
未
だ
描
写
技
術

の
習
得
途
上
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
鼻
を
省
略
し
て
、
目
と
口

の
み
を
ほ
と
ん
ど
点
描
に
よ
っ
て
描
く
簡
潔
な
顔
貌
の
表
現
な
ど
、
す
で
に

非
常
に
魅
力
的
な
形
態
描
写
を
実
現
し
て
お
り
、
初
期
の
耳
鳥
齋
の
魅
力
を

〔図 ５〕宮尾しげを編『繪本水也空』（表紙）

〔図 6〕『繪本水也空』
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五

遺
憾
な
く
発
揮
す
る
絵
画
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
者
の
手
足
の
描
写
は
ま

こ
と
に
素
朴
で
、
直
線
を
基
本
に
し
た
半
ば
抽
象
的
な
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
表
現
か
ら
は
、
画
業
の
全
容
が
不
明
で
あ
る
耳
鳥
齋
の
初
期
時
代

が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
推
測
さ
せ
、
耳
鳥
齋
が
ど
の
よ
う
な
雰
囲

気
の
中
、
戯
画
作
者
と
し
て
出
発
し
た
か
を
想
像
さ
せ
る
。

　
『
絵
本
水
や
空
』
の
精
神
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
、
岡
本
一
平
に
よ
る

『
新
水
や
空
』
が
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
出
版
さ
れ
、
そ
の
絵
本
に
は
、

昭
和
の
舞
台
に
立
つ
名
優
た
ち
の
姿
が
紹
介
さ
れ
た
。『
新
水
や
空
』
に
は
耳

鳥
齋
を
継
承
す
る
意
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
年
に
、
宮
尾
し

げ
を
が
原
本
を
小
型
に
縮
小
し
た
複
製
本
の
新
版
『
繪
本
水
也
空
』（
奥
付
は

「
水
也
空
」）〔
図
5
、
6
、
7
〕
を
素
描
社
か
ら
刊
行
し
、
末
尾
に
「
耳
鳥
齋

に
つ
い
て
」
と
い
う
解
題
を
付
け
て
い
る（

（
（

。
さ
ら
に
、
昭
和
九
年
（
一
九
三

四
）
に
は
、
原
本
に
忠
実
に
従
っ
た
複
製
本
も
稀
書
複
製
会
か
ら
出
版
さ
れ

て
い
る
。
原
本
は
遺
存
数
の
少
な
い
珍
品
で
、
関
西
大
学
本
も
欠
け
本
で
あ

る
。

二　
『
畫
話
耳
鳥
齋
』（
天
明
二
年
・
一
七
八
二
年
）

　

天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
畫
話
耳
鳥
齋
』（
四
巻
四
冊
・

木
版
墨
刷
・
各
縦
二
二
・
〇
、
横
一
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）〔
図
8
、
9
、

10
、
11
、
12
〕
は
、
耳
鳥
齋
の
第
二
作
目
の
版
本
で
、
内
容
は
大
坂
・
京
の

変
わ
り
者
の
奇
行
を
編
集
し
て
い
る
。
四
つ
の
話
を
四
巻
そ
れ
ぞ
れ
に
計
十

六
収
録
し
て
お
り
、
一
つ
の
話
ご
と
に
挿
画
を
入
れ
て
、
本
文
は
耳
鳥
齋
自

身
が
執
筆
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
奇
行
を
扱
っ
た
書
籍
が
次
々
に
出

版
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
観
点
か
ら
い
っ
て
、『
畫
話
耳
鳥
齋
』
は
そ
れ
ら
の
先

駆
を
な
す
著
書
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
作
風
は
『
絵
本
水
や
空
』
を
引
き
継
ぐ

も
の
で
、
簡
潔
な
線
描
を
駆
使
し
て
、
奇
行
者
の
愚
行
を
活
写
し
て
い
る
。

肥
田
氏
は
適
切
に
も
彼
ら
を
「
あ
ほ
ら
し
い
」
奇
人
と
い
う
呼
び
方
で
、
大

〔図 7〕『繪本水也空』



六

坂
文
化
の
基
調
を
的
確
に
解
説
し
た（

（
（

。
最
初
の
挿
絵
と
し
て
、
奉
納
さ
れ
た

「
鵞
鴻
髷
」
の
絵
〔
図
9
〕
が
登
場
し
て
い
る
。

　
『
絵
本
水
や
空
』
と
比
べ
る
と
、
線
描
は
丸
味
を
帯
び
た
曲
線
を
多
用
し
て

お
り
、
多
く
の
人
物
の
顔
に
鼻
の
描
写
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。『
絵
本
水

や
空
』
か
ら
わ
ず
か
二
年
の
間
に
、
耳
鳥
齋
は
作
風
を
変
化
さ
せ
た
と
言
え

る
の
だ
ろ
う
か
。
推
測
す
る
な
ら
、
初
期
段
階
の
戯
画
作
者
に
お
い
て
は
、

実
験
的
な
試
行
錯
誤
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
作
風
の
変
化

に
つ
い
て
は
、
そ
の
展
開
の
速
さ
は
当
然
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
人
物
の
手
足
の
描
写
は
、『
絵
本
水
や
空
』
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
に
素

朴
で
あ
っ
て
、『
畫
話
耳
鳥
齋
』
の
方
が
わ
ず
か
に
現
実
の
人
物
描
写
に
近
い

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
見
逃
せ
な
い
特
徴
と
し
て
は
、
描
か
れ
た
大
腿
部
〔
図

11
〕
で
あ
る
が
、
以
後
の
版
本
挿
絵
と
異
な
っ
て
、
そ
れ
ら
は
か
な
り
太
い

形
態
描
写
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
人
物
相

互
の
情
感
の
表
現
で
あ
っ
て
、
役
者
絵
と
は
異
な
っ
て
、
談
笑
す
る
人
々
の

気
持
ち
の
交
流
が
絵
画
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
表
現
は
、
与
謝
蕪
村
の

〔図 8〕『畫話耳鳥齋』（表紙）　関西大学図書館蔵

〔図 9〕『畫話耳鳥齋』（春・左が四オ、右が三ウ）



耳
鳥
齋
の
版
本
挿
絵
に
お
け
る
作
風
展
開

七

〔図10〕『畫話耳鳥齋』（秋・四オ、三ウ）

〔図11〕『畫話耳鳥齋』（秋・六オ、五ウ）

〔図12〕『畫話耳鳥齋』（冬・二オ、一ウ）

《
奥
の
細
道
図
巻
》
な
ど
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。

　

肥
田
氏
は
『
畫
話
耳
鳥
齋
』
の
奥
付
に
触
れ
て
、
耳
鳥
齋
の
住
所
の
特
定

を
行
っ
た
。
つ
ま
り
、
耳
鳥
齋
本
人
が
存
命
中
に
記
さ
れ
た
「
画
工
作
者
大

坂
京
町
堀
四
丁
目
松
屋
平
太
左
衞
門
」
の
記
述
か
ら
、
耳
鳥
齋
の
大
坂
で
の

住
所
は
、
京
町
堀
四
丁
目
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る（

（
（

。
他
の
書
物
に
は
「
京
町

堀
三
丁
目
」
の
記
述
が
多
い
が
、
四
丁
目
が
正
し
い
と
い
う
。
確
か
に
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
肥
田
氏
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
京
町
堀
四
丁
目
に
暮
ら
し

て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
が
、
一
方
で
、
耳
鳥
齋
が
酒
造
業
か
ら
骨
董
商
に

転
業
、
さ
ら
に
戯
画
作
者
と
し
て
活
動
す
る
な
ど
、
い
く
つ
も
稼
業
を
変
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
涯
一
か
所
で
暮
ら
し
た
と
は
考
え
難
く
、
記
述
の
残



八

っ
て
い
る
京
町
堀
四
丁
目
、
京
町
堀
三
丁
目
、
あ
る
い
は
江
戸
堀
辺
り
の
数

か
所
で
暮
ら
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三　

流
石
庵
羽
積
著
『
歌
系
図
』（
天
明
二
年
・
一
七
八
二
年
）

　
『
歌
系
図
』（
一
巻
一
冊
・
木
版
墨
刷
・
縦
一
二
・
五
、
横
一
八
・
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）〔
図
13
〕
は
、
大
坂
の
粋
人
と
い
わ
れ
た
流
石
庵
羽
積
の
著
書
で

あ
る
。
流
石
庵
羽
積
（
河
村
羽
積
）
の
生
没
年
は
不
詳
で
、
天
明
か
ら
寛
政

に
か
け
て
の
活
動
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
姓
は
河
村
（
川
村
）
と
い

う
大
坂
の
人
で
あ
る
。
俳
諧
で
知
ら
れ
、
古
銭
の
蒐
集
家
と
し
て
も
有
名
で

あ
っ
た
。『
歌
系
図
』
は
学
術
的
な
内
容
で
、
そ
こ
に
は
大
坂
の
絵
師
た
ち
に

よ
る
挿
絵
が
見
ら
れ
る
が
、
耳
鳥
齋
も
挿
絵
一
点
を
描
い
て
い
る
。
参
加
し

た
絵
師
は
、
吉
村
周
圭
、
森
周
峰
、
流
光
齋
如
圭
、
梅
花
老
人
、
二
斗
庵
下

物
、
桂
宗
信
、
蔀
関
月
、
秀
隣
齋
、
大
岡
嘯
川
、
大
岡
春
山
、
慶
子
（
初
代

中
村
富
十
郎
）、
湯
何
亭
主
人
、
香
宮
技
去
来
、
福
原
五
岳
ら
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
琴
と
三
味
線
の
演
奏
に
地
唄
約
五
百
の
作
詞
家
と
作
曲
家
を
収

録
す
る
人
名
一
覧
と
な
っ
て
お
り
、
耳
鳥
齋
は
音
曲
の
演
奏
会
「
さ
ら
え
講
」

の
場
面
を
描
き
、
関
係
者
が
集
ま
っ
て
談
笑
し
な
が
ら
琴
や
尺
八
の
演
奏
を

鑑
賞
す
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。
序
文
は
俳
人
の
二
斗
庵
下
物
が
執
筆
し
、

耳
鳥
齋
の
他
に
流
行
斎
女
圭
、
福
原
五
岳
、
吉
村
周
圭
、
森
周
峯
、
蔀
間
月

ら
大
坂
画
壇
の
錚
々
た
る
画
家
た
ち
が
挿
絵
を
描
い
た
。
変
わ
っ
た
挿
絵
作

者
で
は
、
役
者
の
初
代
中
村
富
十
郎
（
慶
子
）
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

ろ
う（

（
（

。
こ
れ
ら
の
挿
絵
は
、
本
文
の
内
容
と
は
無
関
係
の
絵
画
と
な
っ
て
い

る
。
人
物
の
形
態
描
写
は
、
基

本
的
に
『
畫
話
耳
鳥
齋
』
と
同

じ
で
あ
る
が
、
多
少
と
も
洗
練

さ
れ
た
描
写
だ
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
人
物
の
相
貌
は
、

小
さ
な
点
描
二
つ
に
よ
る
目
の

描
写
と
、
横
に
真
一
文
字
に
引

か
れ
た
口
の
表
現
が
耳
鳥
齋
ら

し
さ
を
示
し
て
い
る
。
演
奏
会

に
集
ま
っ
た
群
衆
を
賑
や
か
に

描
い
て
お
り
、
画
面
の
凝
縮
と

構
図
の
見
事
さ
か
ら
み
て
、
す

で
に
耳
鳥
齋
が
描
写
の
洗
練
を

身
に
付
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
ろ
う
。

〔図13〕耳鳥齋《さらえ講》（流石庵羽積著『歌系図』）



耳
鳥
齋
の
版
本
挿
絵
に
お
け
る
作
風
展
開

九

四　

西
村
定
雅
著
『
徒
然
睟
か
川
』（
天
明
三
年
・
一
七
八
三
年
）

　

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
、
西
村
定
雅
（
粋
川
子
あ
る
い
は
睟
川
子
）

の
戯
画
小
説
『
徒
然
睟す
い
か
が
わ

か
川
』（
五
巻
五
冊
・
木
版
墨
刷
・
各
縦
二
二
・
八
、

横
一
五
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）〔
図
14
、
15
、
16
〕
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
耳

鳥
齋
は
こ
の
小
説
の
た
め
に
十
点
の
挿
絵
を
描
い
て
い
る
。
一
之
巻
冒
頭
に

は
、
兼
好
法
師
の
『
徒
然
草
』
に
倣
っ
て
、「
つ
れ
〳
〵
な
る
ま
ゝ
に
其そ
の

日
く

ら
し
の
巨こ

燵た
つ

に
あ
た
り
て
、
心
の
う
つ
り
ゆ
く
よ
し
あ
し
ご
と
を
。
そ
こ
こ
ゝ

と
な
く
か
き
つ
ゞ
れ
は
。
阿あ

房ほ
う

ら
し
う
こ
そ
も
の
を
か
し
れ
。」
と
綴
ら
れ
て

い
る
。

　

粋
川
子
（
一
七
四
四
―
一
八
二
六
）
は
京
都
の
洒
落
本
作
家
に
し
て
俳
諧

師
で
あ
る
。
京
都
の
和
針
店
「
み
す
や
針
」
の
卸
商
の
家
に
生
ま
れ
る
が
、

財
産
を
蕩
尽
し
た
と
い
う
。
蕪
村
門
の
俳
人
と
親
し
く
、
狂
歌
も
詠
ん
だ
。

『
徒
然
睟
か
川
』
に
収
録
さ
れ
た
耳
鳥
齋
に
よ
る
十
点
の
挿
絵
中
の
五
面
が
見

開
き
の
図
で
、
題
材
は
京
都
祇
園
の
茶
屋
遊
び
の
風
俗
を
『
畫
話
耳
鳥
齋
』

〔図14〕『徒然睟か川』（表紙）　京都大学文学研究科蔵

〔図15〕『徒然睟か川』（一巻・左が八オ、右が七ウ）



一
〇

と
ほ
ぼ
同
様
の
作
風
で
描
い
て
お
り
、
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
人
物
描
写
は
、
色

町
の
風
情
を
活
き
活
き
と
伝
え
て
い
て
素
晴
ら
し
い
。
祇
園
遊
里
の
練
り
物

行
事
の
楽
屋
の
情
景
、
米
相
場
の
旗
振
り
、
稽
古
屋
の
乱
表
札
、
ス
ッ
ポ
ン

の
調
理
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
お
か
し
い
」
風
俗
描
写
に
よ
っ
て
、
茶
屋
遊
び

の
粋
と
不
粋
を
対
照
的
に
表
現
し
て
い
る
。
人
物
の
顔
に
は
鼻
を
描
か
ず
、

き
わ
め
て
素
朴
な
作
風
で
あ
る
が
、
男
が
五
人
連
れ
立
っ
て
茶
屋
に
向
か
う

場
面
〔
図
16
〕
は
と
り
わ
け
秀
抜
で
、
右
か
ら
左
へ
と
下
る
斜
線
が
構
図
を

決
定
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
画
面
構
成
は
『
か
つ
ら
か
さ
ね
』
に
も
見
出
さ

れ
る
。
簡
潔
な
輪
郭
線
で
描
か
れ
た
男
た
ち
の
形
姿
は
、
均
衡
が
と
れ
て
洗

練
さ
れ
て
い
て
、
す
で
に
耳
鳥
齋
の
技
術
の
高
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
の
丁
に
は
「
浪
華
耳
鳥
齋
寫
」
の
署
名
と
大
き
な
二
顆
の
印
章
が
あ

る
。
一
つ
は
「
大
坂
土
産
何
貰
太
」（
大
坂
土
産
に
何
を
貰
う
た
）
と
い
う
俗

謡
を
刻
し
た
も
の
で
、
も
う
一
つ
は
「
何
申
」（
何
と
申
し
）
の
流
行
語
を
刻

し
て
い
る
〔
図
17
〕。
そ
れ
ら
は
当
時
の
大
坂
で
流
行
し
た
可
笑
し
み
の
あ
る

文
言
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
耳
鳥
齋
一
流
の
ふ
ざ
け
た
款
記
印
章
と
な
っ
て
い

る（
（（
（

。

〔図16〕『徒然睟か川』（四巻・九オ、八ウ）

〔図1７〕



耳
鳥
齋
の
版
本
挿
絵
に
お
け
る
作
風
展
開

一
一

五　

廬
橘
庵
著
『
つ
べ
こ
べ
草
』（
天
明
六
年
・
一
七
八
六
）

　

天
明
六
（
一
七
八
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
廬
橘
庵
（
生
年
不
詳
―
一
八
一
五
）

こ
と
田
宮
仲
宣
の
小
説
『
つ
べ
こ
べ
草
』（
五
巻
五
冊
・
木
版
墨
刷
、
各
縦
二

二
・
〇
、
横
一
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）〔
図
18
〕
に
は
、
大
坂
の
画
家
た
ち

が
競
う
よ
う
に
挿
絵
を
描
い
て
い
る
が
、
耳
鳥
齋
も
巻
五
に
一
点
の
挿
絵
を

描
い
た
。
廬
橘
庵
は
洒
落
本
作
家
で
通
称
が
和
泉
屋
太
助
、
号
を
廬
橘
庵
と

い
う
。
京
都
の
富
裕
な
呉
服
商
の
家
に
生
ま
れ
、
幼
少
よ
り
儒
学
を
学
ん
だ

が
、
二
十
三
歳
の
と
き
に
放
蕩
に
よ
っ
て
破
産
と
な
り
、
以
後
は
放
浪
生
活

に
入
る
。
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
か
ら
大
坂
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、
文

筆
業
で
身
を
立
て
た
。

　
『
つ
べ
こ
べ
草
』
に
挿
入
さ
れ
た
耳
鳥
齋
の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
肥
田
氏
の

評
価
に
よ
れ
ば
、「
絵
の
出
来
は
さ
し
た
る
こ
と
な
く
、
特
色
に
乏
し
い（

（（
（

。」

と
あ
る
。
し
か
し
、
左
手
に
小
さ
な
算
盤
を
持
ち
、
両
脚
を
広
げ
て
立
ち
な

が
ら
、
大
き
な
算
盤
を
右
手
で
は
じ
く
商
人
の
姿
は
、
後
年
の
秀
抜
な
『
か

つ
ら
か
さ
ね
』
を
も
想
起
さ
せ
る
嫌
み
の
な
い
直
線
を
駆
使
し
た
線
描
を
特

色
と
し
て
お
り
、
耳
鳥
齋
の
絵
画
修
業
が
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
こ
と
を
仄
め

か
す
。
確
か
に
、
向
か
っ
て
左
頁
に
配
置
さ
れ
た
米
俵
や
野
菜
な
ど
を
担
ぐ

人
々
は
、『
か
つ
ら
か
さ
ね
』
に
登
場
す
る
人
物
と
比
べ
る
と
、
未
だ
形
姿
の

ま
と
ま
り
が
鈍
く
、
粗
削
り
の
印
象
を
免
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の

線
描
に
は
耳
鳥
齋
ら
し
い
簡
潔
な
筆
運
び
の
巧
さ
が
認
め
ら
れ
、
画
面
全
体

と
し
て
爽
快
で
あ
る
。
人
物
の
手
足
に
見
ら
れ
る
鋭
い
「
角
」
を
見
せ
る
線

描
の
心
地
よ
さ
は
、
も
は
や
耳
鳥
齋
が
単
な
る
素
人
画
家
だ
と
い
う
判
断
を

覆
す
に
違
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
人
物
の
輪
郭
線
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
二
重

に
引
か
れ
て
い
る
あ
た
り
、
耳
鳥
齋
の
セ
ン
ス
の
良
さ
の
片
鱗
を
垣
間
見
せ

る
。

〔図18〕耳鳥齋《商い》（仮題）（廬橘庵著『つべこべ草』）



一
二

六　

鉄
格
子
波
丸
著
『
戯
動
大
丈
夫
』（
寛
政
六
年
・
一
七
九

四
）
及
び
『
通
者
茶
話
太
郎
』（
寛
政
七
年
・
一
七
九
五
）

　

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
鉄
格
子
波
丸
の
『
戯
動
大
丈
夫
』

及
び
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
通す
い
は
ち
ゃ
わ
た
ろ
う

者
茶
話
太
郎
』（
五
巻
五

冊
・
木
版
墨
刷
、
各
縦
二
二
・
五
、
横
一
五
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
は
、

序
文
の
次
に
耳
鳥
齋
に
よ
る
河
内
屋
太
郎
兵
衛
の
肖
像
画
が
一
点
挿
入
さ
れ

て
い
る
〔
図
19
、
20
〕。
他
に
は
流
光
斎
如
圭
の
挿
絵
が
見
ら
れ
る
。
画
面
に

は
「
河
伯
先
生
像
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
大
坂
に
お
い
て
奇
行
で
よ
く
知
ら

れ
た
人
物
の
河
内
屋
太
郎
兵
衛
を
描
い
て
い
る
。
通
称
「
か
わ
た
ろ
」
を
モ

デ
ル
に
し
た
小
説
で
あ
る
。
傍
ら
に
小
刀
を
置
き
、
裃
姿
で
顎
に
左
手
を
や

る
太
郎
兵
衛
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
明
快
な
輪
郭
線
で
描
か
れ
る
と
と
も
に
、

手
先
の
表
現
な
ど
は
多
少
と
も
繊
細
な
描
写
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

一
点
の
挿
図
か
ら
多
く
を
推
測
す
る
こ
と
は
難
渋
を
き
わ
め
る
が
、『
絵
本

水
や
空
』
の
人
物
描
写
と
比
較
す
る
と
、
人
物
の
形
姿
の
表
現
は
、
か
な
り

〔図19〕鉄格子波丸著『通者茶話太郎』

〔図20〕耳鳥齋《河伯先生像》（鉄格子波丸著『通者茶話太郎』）



耳
鳥
齋
の
版
本
挿
絵
に
お
け
る
作
風
展
開

一
三

洗
練
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
技
術
の
熟
達
が
進
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
肖
像
画
は
、
ま
ず
滑
稽
本
『
戯
動
大
丈
夫
』
に

挿
入
さ
れ
た
も
の
で
、『
通
者
茶
話
太
郎
』
で
は
そ
の
人
物
像
を
再
度
用
い
て

い
る
。

　

鉄
格
子
波
丸
（
生
年
不
詳
―
一
八
一
一
）
は
、
狂
歌
と
滑
稽
本
の
作
者
で
、

通
称
は
木
津
屋
周
蔵
、
号
が
鉄
格
子
波
丸
な
ど
で
あ
る
。
大
坂
立
売
堀
二
丁

目
で
鉄
問
屋
を
営
み
、
家
の
格
子
を
鉄
で
作
っ
た
こ
と
に
因
ん
で
鉄
格
子
の

号
を
付
け
た
と
い
う
。

七　
『
あ
ら
し
小
六
過
去
物
語
』（
寛
政
九
年
・
一
七
九
七
）

　

寛
政
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
あ
ら
し
小
六
過
去
物
語
』（
三
冊
・
木
版
墨

刷
・
各
縦
二
二
・
五
、
横
一
五
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）〔
図
21
、
22
、
23
、
24
〕

は
、
前
年
の
寛
政
八
年
に
亡
く
な
っ
た
歌
舞
伎
役
者
の
三
代
目
嵐
小
六
（
初

代
嵐
雛
助
）
の
荒
唐
無
稽
と
い
う
べ
き
架
空
の
物
語
で
、
上
中
下
の
三
巻
か

ら
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
亡
く
な
っ
た
小
六
の
地
獄
め
ぐ
り
を
扱
っ
て
い
る
。

嵐
小
六
は
舞
台
初
日
の
前
に
急
死
し
た
が
、
そ
の
死
の
場
面
と
そ
の
後
の
冥

土
で
の
物
語
を
浄
瑠
璃
仕
立
て
に
し
た
小
六
追
善
の
戯
作
で
あ
る
。
序
文
は

「
光
く
は
う

陰ゐ
ん

は
黏
と
り
も
ちの
如ご
と

し　

世せ

態た
い

を
自し

棄き

す
れ
ば
月つ
き

日ひ

も
長な
が

く　

馴な
れ

し
巨こ

燵た
つ

に
隙ひ
ま

や

れ
ば
去こ

年ぞ

に
名な
ご
り残

を
お
し
み
た
る
桜さ
く
らの

さ
く
に
お
も
ひ
出い
で

て　

嵐
あ
ら
し

小
六
が
一

さ
し
の
扇あ
ふ
ぎに

の
こ
す
筐
か
た
み

歌う
た

」
で
始
め
ら
れ
る
。
物
語
は
、
地
獄
に
落
と
さ
れ

た
小
六
が
、
三
途
の
川
に
向
か
う
途
中
で
、
い
ろ
ん
な
知
り
合
い
に
会
い
喜

ぶ
場
面
が
展
開
し
、
や
が
て
閻
魔
の
前
で
さ
ば
き
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と

い
う
荒
唐
無
稽
の
筋
書
き
で
あ
る
。
地
獄
の
物
語
で
は
あ
る
が
、
滑
稽
味
が

あ
り
、
深
刻
さ
は
み
ら
れ
な
い
。

　

十
六
点
の
挿
絵
の
み
な
ら
ず
、
物
語
の
本
文
も
耳
鳥
齋
が
執
筆
し
て
お
り
、

形
式
内
容
共
に
異
色
の
絵
本
と
な
っ
て
い
る
。
肥
田
晧
三
氏
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
か
ら
顔
に
鼻
が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
鼻
」
と

い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
か
ら
、
肉
筆
画
の
ゆ
る
や
か
な
制
作
時
期
を
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
肥
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
第
二
場

面
に
「
が
こ
う
髷
」
の
人
物
が
登
場
し
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

　

こ
れ
ら
の
絵
画
の
出
来
具
合
は
、「
や
や
粗
雑
で
あ
る（

（（
（

」
と
評
さ
れ
る
よ
う

に
、
確
か
に
、
太
い
線
描
を
用
い
た
人
物
の
形
姿
は
、
少
々
潤
い
に
欠
け
る〔図21〕『あらし小六過去物語』（表紙）



一
四

と
い
っ
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
直
線
と
曲
線
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
組
み
合
わ
せ
た
『
つ
べ
こ
べ
草
』
の
単
純
素
朴
な
形
態
描
写
は
、
高
く
評

価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
と
比
べ
る
と
『
あ
ら
し
小
六
過
去
物
語
』

は
、
い
さ
さ
か
鈍
重
な
印
象
を
与
え
る
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
、
こ
れ
ら

の
挿
図
は
耳
鳥
齋
の
過
渡
的
な
実
験
的
作
品
だ
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
『
あ
ら
し
小
六
過
去
物
語
』
は
、
享
和
元
年　

に
『
嵐
雛
助
過
去
物
語
』
と

改
題
さ
れ
て
再
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
荒
唐
無
稽
の
空
想
の
物
語
は
、

あ
る
意
味
で
耳
鳥
齋
の
特
質
の
一
側
面
を
端
的
に
表
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

非
常
に
人
気
が
出
た
絵
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

〔図22〕『あらし小六過去物語』（上巻・左が七オ、右が六ウ）

〔図23〕『あらし小六過去物語』（下巻・三オ、二ウ）

〔図24〕『あらし小六過去物語』（下巻・七オ、六ウ）



耳
鳥
齋
の
版
本
挿
絵
に
お
け
る
作
風
展
開

一
五

八�　
『
音
曲
波
奈
希
奴
畿
』（
寛
政
三
年
・
一
七
九
一
）
お
よ
び

『
音
曲
鼻
毛
ぬ
き
』（
寛
政
九
年
・
一
七
九
七
）

　

寛
政
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
音
曲
波
奈
希
奴
畿
』
は
、
寛
政
九
年
七
月
に

太
瓶
楽
居
編
『
音
曲
鼻
毛
ぬ
き
』（
一
冊
・
木
版
墨
刷
・
縦
一
五
・
七
、
横
十

一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）〔
図
25
、
26
〕
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
初
心
者
の

た
め
の
稽
古
心
得
と
し
て
の
音
曲
指
南
書
で
、
素
人
浄
瑠
璃
の
名
手
で
あ
っ

た
耳
鳥
齋
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
太
瓶
楽
居
の
生
涯
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
不
明
で
、
天
明
か
ら
寛
政
期
頃
に
活
動
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
『
音
曲
鼻
毛
ぬ
き
』
に
は
耳
鳥
齋
の
挿
絵
三
点
が
入
っ
て
お
り
、
肥
田
氏
に

よ
れ
ば
、「
浄
瑠
璃
を
語
る
に
は
風
儀
正
し
く
あ
り
た
し
と
、
全
篇
の
い
た
る

所
で
し
き
り
に
述
べ
、
耳
鳥
齋
の
人
柄
が
真
面
目
な
人
だ
っ
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る（

（（
（

。」
こ
の
記
述
か
ら
、
荒
唐
無
稽
で
人
を
煙
に
巻
く
か
の
よ
う
な
戯

画
を
描
い
た
耳
鳥
齋
が
、
実
は
ま
こ
と
に
生
真
面
目
な
人
物
だ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
耳
鳥
齋
の
人
物
像
を
う
か
が
わ
せ
る
数
少
な
い
証
拠
資
料
だ
と
い

〔図25〕『音曲鼻毛ぬき』

〔図26〕耳鳥齋《やじる》（仮題）（『音曲鼻毛ぬき』）



一
六

っ
て
よ
い
。
名
人
の
松
平
と
名
づ
け
ら
れ
て
、
義
太
夫
節
の
チ
ャ
リ
の
語
り

を
得
意
と
し
た
耳
鳥
齋
の
本
格
的
な
著
作
で
あ
る
。
な
お
、『
音
曲
鼻
毛
ぬ

き
』
は
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
も
刊
行
さ
れ
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

に
は
『
浄
瑠
璃
早
合
点
』
と
改
題
さ
れ
て
再
版
が
出
た
。

　

こ
こ
に
挿
図
と
し
て
入
れ
ら
れ
た
耳
鳥
齋
の
三
図
の
中
、「
道
楽
息
子
の
音

曲
稽
古
」
で
は
、
音
曲
の
稽
古
を
す
る
道
楽
息
子
と
、
彼
を
批
判
す
る
観
客

と
を
、
幅
広
の
板
状
に
さ
れ
た
濃
い
外
壁
に
よ
っ
て
分
断
す
る
と
い
う
斬
新

な
画
面
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
奇
抜
さ
は
観
者
の
眼
を
惹
く
。
片
膝
を

立
て
て
、
右
手
で
幕
を
巻
き
上
げ
る
道
楽
息
子
は
、
外
に
押
し
寄
せ
て
来
た

観
客
と
し
て
の
群
衆
に
槍
の
刃
を
向
け
ら
れ
、「
下
手
な
浄
瑠
璃
に
槍
を
入
れ

る
（
や
じ
る
）
所（

（（
（

」
と
い
う
趣
向
に
な
っ
て
い
る
。
野
次
ら
れ
た
男
は
、
大

き
な
口
を
空
け
て
驚
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
単
純
で
は
あ
る
が
、
力

強
い
線
描
を
用
い
て
無
駄
な
く
描
か
れ
た
人
物
描
写
は
、
肥
田
氏
も
指
摘
す

る
よ
う
に
、「
単
純
な
筆
の
描
写
の
中
に
機
智
あ
り
、
出
来
が
よ
い（

（（
（

」
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
突
き
出
さ
れ
た
鋭
い
刃
を
も
つ
十
数
本
の
槍

の
描
写
で
あ
る
。
並
行
に
並
ぶ
槍
は
、
面
白
く
独
特
の
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
形
態
と
画
面
構
成
は
、
耳
鳥
齋
の
十
八
番
、
あ
る
い
は

ラ
イ
ト
モ
テ
ィ
ー
フ
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
際
立
っ
た

滑
稽
味
を
醸
し
出
す
。
耳
鳥
齋
の
才
能
の
片
鱗
を
垣
間
見
せ
る
一
点
だ
と
い

っ
て
よ
い
。

九　

若
井
時
成
著
『
野
暮
の
枝
折
』（
寛
政
十
一
年
・
一
七
九
九
）

　

寛
政
十
一
年
に
出
版
さ
れ
た
若
井
時
成
に
よ
る
洒
落
本
『
野
暮
の
枝
折
』

（
一
冊
・
木
版
墨
刷
・
縦
二
二
・
五
×
横
一
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）〔
図
27
、

28
、
29
、
30
〕
は
、
大
坂
花
街
の
庶
民
生
活
に
お
け
る
粋
と
野
暮
を
論
じ
た

も
の
で
、
耳
鳥
齋
に
よ
る
八
点
の
挿
絵
を
収
録
し
て
い
る
。
飼
っ
て
い
る
鸚

鵡
が
、
耳
に
し
た
隣
家
の
粋
な
話
を
喋
り
続
け
る
と
い
う
筋
書
き
で
、
主
人

公
が
鸚
鵡
と
一
緒
に
山
中
に
飛
び
、
人
々
に
粋
の
奥
儀
を
語
る
と
い
う
滑
稽

な
内
容
で
あ
る
。
若
井
時
成
の
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、『
野
暮
の
枝
折
』

と
同
年
の
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
『
粋
学
問
』
を
刊
行
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
耳
鳥
齋
と
同
時
期
に
活
動
し
た
戯
作
者
だ
と
分
か
る
。
姓
が
衣
八〔図27〕若井時成著『野暮の枝折』



耳
鳥
齋
の
版
本
挿
絵
に
お
け
る
作
風
展
開

一
七

で
通
称
は
清
蔵
、
号
を
若
井
時
成
と
い
う
。
大
坂
宗
是
町
に
暮
ら
し
、
洒
落

本
や
滑
稽
本
の
作
者
で
あ
っ
た
。

　

肥
田
氏
は
、『
野
暮
の
枝
折
』
に
収
録
さ
れ
た
耳
鳥
齋
に
よ
る
八
点
の
絵
画

が
、『
畫
話
耳
鳥
齋
』（
天
明
二
年
・
一
七
八
二
）
や
『
徒
然
睟
か
川
』（
天
明

三
年
・
一
七
八
三
）
の
挿
絵
と
は
か
な
り
異
な
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
い

る（
（（
（

。
確
か
に
、
人
物
の
顔
貌
に
鼻
を
描
か
な
か
っ
た
『
畫
話
耳
鳥
齋
』
の
挿

絵
と
は
異
な
っ
て
、
登
場
人
物
に
は
鼻
が
描
か
れ
、
そ
の
点
で
は
『
音
曲
鼻

毛
ぬ
き
』（
寛
政
九
年
・
一
七
九
七
）
に
近
い
。
ま
た
、
鵞
鴻
髷
を
し
た
人
物

が
登
場
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
を
惹
く（

（（
（

。
十
五
年
ほ
ど
の
間
に
耳
鳥
齋
は
大

き
く
画
風
を
変
え
た
こ
と
に
な
る
が
、
酒
造
業
か
ら
転
じ
て
骨
董
商
に
な
り
、

〔図28〕耳鳥齋挿絵（一巻・左が四オ、右が三ウ）（『野暮の枝折』）

〔図29〕耳鳥齋挿絵（一巻・八オ、七ウ）（『野暮の枝折』）

〔図30〕耳鳥齋挿絵（四巻・九オ、八ウ）（『野暮の枝折』）



一
八

戯
画
作
者
と
し
て
出
発
し
た
耳
鳥
齋
と
い
う
、
い
わ
ば
素
人
画
家
に
と
っ
て

は
、
画
風
の
変
化
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
蝶
や
蕪
村
ら

の
手
本
が
あ
っ
た
に
し
ろ
、
流
派
に
属
さ
ず
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
戯
画
に
取

り
組
ん
だ
耳
鳥
齋
は
、
自
己
の
画
風
の
確
立
に
辛
苦
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、

そ
う
し
た
画
家
に
と
っ
て
は
、
十
五
年
と
い
う
歳
月
は
決
定
的
な
意
味
を
も

つ
。
つ
ま
り
、
若
い
時
期
に
円
山
派
な
ど
の
既
成
の
流
派
で
訓
練
を
受
け
た

画
家
と
は
異
な
っ
て
、
も
と
も
と
縛
り
の
な
い
立
場
で
あ
る
た
め
、
画
風
の

変
化
は
急
速
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
大
阪
府
立
中
之
島

図
書
館
本
の
見
返
し
に
貼
付
さ
れ
た
袋
の
表
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
東
印
度
会
社

の
マ
ー
ク
が
文
様
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
う
し
た
マ
ー
ク
と
い
い
、

鸚
鵡
と
い
い
、
肉
筆
画
に
捺
さ
れ
た
「
卍
盃
」
の
朱
文
ギ
ヤ
マ
ン
型
の
印
章

な
ど
、
耳
鳥
齋
の
戯
画
に
は
、
長
崎
か
ら
全
国
に
広
が
っ
た
舶
来
趣
味
の
一

端
を
仄
め
か
す
小
道
具
が
随
所
に
散
見
さ
れ
る
。

　
『
野
暮
の
枝
折
』
の
挿
絵
は
、
耳
鳥
齋
生
前
最
後
の
制
作
で
、
人
物
の
輪
郭

線
は
し
っ
か
り
と
し
た
線
描
と
な
っ
て
お
り
、
厚
み
の
あ
る
身
体
の
立
体
感

は
、『
絵
本
水
や
空
』（
安
永
九
年
・
一
七
八
〇
）
の
線
的
で
平
板
な
描
写
と

は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
没
後
に
出
版
さ
れ
た
『
畫
本
古
鳥
圖
賀
比
』（
文

化
二
年
・
一
八
〇
五
）
の
熟
練
し
た
人
物
描
写
を
予
感
さ
せ
る
作
風
だ
と
い

っ
て
よ
い
。
大
き
な
特
徴
は
、
耳
鳥
齋
に
よ
る
挿
絵
が
、
場
面
に
よ
っ
て
少

し
ず
つ
人
物
の
表
現
を
変
え
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
の
一
場
面
に

は
、
奇
妙
に
細
長
く
て
高
い
鼻
の
人
物
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
ま
た
奇
抜
な

略
画
を
連
発
す
る
耳
鳥
齋
の
本
領
発
揮
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

十　
『
か
つ
ら
か
さ
ね
』（
享
和
三
年
・
一
八
〇
三
）
お
よ
び
『
耳

鳥
齋
画
譜
』（
享
和
三
年
以
降
）

　

耳
鳥
齋
没
後
の
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
風
来
散
人
（
武
内
確
斎　

一

七
七
〇
―
一
八
二
六
）
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
か
つ
ら
か
さ
ね
』（
一
冊
、

木
版
色
刷
、
縦
二
五
・
五
×
横
一
八
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）〔
図
31
、
33
、
34
、

35
、
36
、
た
だ
し
、
33
～
36
は
宮
武
外
骨
改
題
の
『
歳
時
滅
法
戒
』
の
復
刻

挿
絵
。〕
は
、
耳
鳥
齋
の
秀
抜
な
挿
絵
の
入
っ
た
代
表
作
で
あ
る
。
最
初
は

『
絵
本
月
賀
佐
祢
』
と
題
さ
れ
た
が
、「
か
つ
ら
か
さ
ね
」
と
改
称
さ
れ
て
刊〔図31〕『かつらかさね』



耳
鳥
齋
の
版
本
挿
絵
に
お
け
る
作
風
展
開

一
九

行
さ
れ
た
。
肥
田
氏
は
「
書
名
は
月
の
桂
を
か
さ
ね
る
、
十
二
ケ
月
の
月
日

を
重
ね
る
の
意
味
で
あ
ろ
う（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。『
か
つ
ら
か
さ
ね
』
に
は

「
風
来
散
人
」
の
序
文
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
風
来
散
人
こ
と
武
内
確
齋

は
、
平
賀
源
内
の
号
で
あ
る
「
風
来
山
人
」
に
か
け
て
記
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
確
齋
は
漢
詩
人
か
つ
読
本
の
作
者
で
、
通
称
を
丹
波
屋
西
左
衛
門
と
い

い
、
確
齋
は
号
で
あ
る
。
大
坂
の
儒
者
篠
崎
三
島
（
一
七
三
六
―
一
八
一
三
）

が
起
こ
し
た
梅
花
社
に
参
加
し
て
詩
文
を
つ
く
る
。
書
や
篆
刻
で
も
有
名
で
、

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
か
け
て
刊
行
さ

れ
た
『
絵
本
太
閤
記
』（
全
七
編
八
十
四
冊
・
岡
田
玉
山
に
よ
る
挿
絵
）
の
作

者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
『
か
つ
ら
か
さ
ね
』
の
序
文
に
は
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
内
容
が
書
か
れ
て

お
り
、
資
料
の
少
な
い
耳
鳥
齋
の
人
と
な
り
を
理
解
す
る
の
に
貴
重
で
あ
る
。

　

序　

耳
鳥
先
生
夙
に
虚
無
を
尚
び
、
常
に
滅
法
戒
を
修
す
。
嘗
て
人
に

告
げ
て
曰
く
。
世
界
是
一
つ
の
大
戯
場
に
し
て
、
萬
物
は
悉
く
皆
狂
言
綺

〔図32〕『耳鳥齋画譜』

〔図33〕『歳時滅法戒』（『かつらかさね』改題）（左が五オ、右が四ウ）



二
〇

語
也
。
こ
こ
に
於
い
て
大
い
に
瑠
璃
楽
を
唱
う
る
。
其
の
堂
に
昇
り
室
に

入
れ
る
も
の
、
又
少
な
し
と
せ
ず
。
四
国
太
夫
の
徒
の
如
き
に
至
っ
て
は

其
の
最
も
魁
也
。
是
を
以
て
海
内
先
生
の
虚
無
と
滅
法
戒
と
を
知
ら
ざ
る

な
し
。
自
ら
印
に
刻
し
て
曰
く
我
嘘
有
妙
と
。
実
に
故
有
る
哉
。
蓋
し
先

生
の
畫
に
お
け
る
又
、
之
を
畫
虚
言
と
取
る
。
此
の
故
に
鼻
無
く
眼
無
く

口
無
く
、
耳
無
き
人
を
描
き
、
以
て
虚
無
を
示
す
。
鵞
頭
の
髷
の
三
間
の

櫂
の
如
く
な
る
谷
風
の
足
四
斗
樽
の
如
く
写
し
て
、
以
て
滅
法
戒
を
示
す
。

是
れ
其
先
生
虚
無
と
滅
法
戒
と
を
世
に
処
し
お
る
を
以
て
か
、
一
も
虚
無

と
滅
法
戒
と
に
あ
ら
ざ
る
事
な
し
。
嗚
呼
南
無
三
宝
、
今
や
則
ち
亡
き
か

と
。
其
の
虚
無
と
滅
法
戒
と
の
所
以
を
人
に
伝
ふ
る
は
、
も
と
畫
の
存
す

〔図34〕『歳時滅法戒』（『かつらかさね』改題）（二十オ、十九ウ）

〔図35〕『歳時滅法戒』（『かつらかさね』改題）（二十九オ、二十八ウ）

〔図36〕『歳時滅法戒』（『かつらかさね』改題）（三十一オ、三十ウ）



耳
鳥
齋
の
版
本
挿
絵
に
お
け
る
作
風
展
開

二
一

る
を
以
て
也
。
茲
に
書
肆
某
等
、
歳
時
の
図
な
る
者
を
刻
し
、
梓
し
成
て

序
を
予
に
請
ふ
。
余
請
ふ
て
見
れ
ば
、
之
則
ち
先
生
の
筆
に
し
て
所
謂
虚

無
気
烈
々
な
る
者
也
。
余
故
先
生
と
虚
無
の
交
わ
り
を
為
す
。
是
に
於
い

て
感
な
き
こ
と
能
は
ず
。
終
に
滅
法
戒
を
識
し
て
以
て
序
と
為
す
。
時
享

和
三
癸
亥
七
月
下
院
、
樗
樸
楼
中
に
て
書
す
。
鳥
羽
江　

風
来
散
人
撰
。

（
原
文
は
漢
文
、
読
み
下
し
は
筆
者
）。

　
『
か
つ
ら
か
さ
ね
』
の
内
容
は
、
上
方
の
年
中
行
事
を
絵
画
化
し
た
も
の

で
、
正
月
万
歳
、
初
釜
、
初
午
、
曲
水
の
宴
、
韓
信
の
股
く
ぐ
り
、
端
午
、

夕
立
、
盆
踊
、
秋
の
彼
岸
、
菊
見
、
十
五
夜
、
お
火
た
き
、
顔
見
世
、
歳
暮

の
餅
つ
き
な
ど
の
二
十
四
図
を
収
録
し
、
与
謝
蕪
村
、
高
井
几
董
、
大
伴
大

江
丸
、
大
田
南
畝
（
蜀
山
人
）、
井
上
士
朗
、
畠
中
頼
母
（
銅
脈
先
生
）
ら
の

賛
を
添
え
る
豪
華
な
絵
本
と
な
っ
て
い
る
。
肥
田
氏
の
研
究
で
は
、「『
享
保

以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
に
よ
る
と
、
こ
の
書
物
は
享
和
三
年
五
月
に
『
月

か
さ
ね
』
作
者
丹
波
屋
西
左
衛
門
と
し
て
出
版
の
出
願
が
さ
れ
て
い
る
。
丹

波
屋
西
左
衛
門
は
風
流
儒
者
の
武
内
確
斎
の
こ
と
で
、
こ
の
遺
作
が
確
斎
の

肝
煎
で
世
に
出
た
こ
と
が
わ
か
る
。
出
版
さ
れ
た
時
に
書
名
は
『
か
つ
ら
か

さ
ね
』
と
な
っ
た（

（（
（

。」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
『
畫
本
古
鳥
図
賀
比
』
と
並
ぶ
耳
鳥
齋
晩
年
の
代
表
作
だ
と
い
っ

て
よ
い
が
、
美
術
史
的
に
評
価
を
行
う
と
、
こ
の
『
か
つ
ら
か
さ
ね
』
の
方

が
絵
画
と
し
て
は
一
層
優
れ
て
い
る
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
挿
絵
の
作

風
を
検
討
す
る
と
、
四
方
山
人
（
大
田
南
畝
）
の
「
猫
賦
」
の
文
章
に
対
応

す
る
挿
絵
〔
図
33
〕
で
は
、
二
重
、
三
重
に
さ
れ
た
美
し
い
輪
郭
線
が
縦
横

に
用
い
ら
れ
、
右
か
ら
左
へ
と
傾
斜
す
る
男
女
と
、
二
匹
の
猫
が
い
る
屋
根

の
形
態
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
運
動
感
を
示
し
て
い
て
見
事
と
い

う
他
は
な
い
。
こ
の
挿
絵
は
『
か
つ
ら
か
さ
ね
』
の
全
挿
絵
中
の
白
眉
と
い

う
べ
き
出
来
栄
え
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
耳
鳥
齋
の
す
べ
て
の
版
本
挿

絵
の
中
で
も
傑
出
し
た
作
品
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、「
歳
暮
の
餅
つ

き
」〔
図
36
〕
で
は
、
左
側
で
餅
を
つ
く
男
た
ち
に
対
し
て
、
も
ろ
ぶ
た
（
麹

蓋
）
を
前
に
、
つ
い
た
餅
に
粉
を
ま
ぶ
す
女
た
ち
が
作
業
を
行
う
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
が
、
人
物
や
臼
な
ど
の
輪
郭
線
が
意
図
的
に
二
重
、
三
重
に
さ

れ
、
か
す
れ
た
墨
の
効
果
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
美
し
さ
は
絶
妙
で
あ
る
。

誇
張
さ
れ
た
人
物
描
写
や
そ
の
配
置
な
ど
も
、
よ
く
均
衡
が
と
れ
て
お
り
、

構
図
全
体
と
し
て
ま
っ
た
く
隙
が
な
い
。

　
『
か
つ
ら
か
さ
ね
』
に
収
録
さ
れ
た
挿
絵
は
見
事
で
あ
る
が
、
こ
の
線
描
は

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
『
つ
べ
こ
べ
草
』
に
酷
似
す
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
よ
り
は
一
層
典
雅
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
人
物
の
顔
に
鼻
が
付
い
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
も
し
か
す
る
と
、『
か
つ
ら
か
さ
ね
』
の
絵
画
（
挿
絵
）
は
、

『
つ
べ
こ
べ
草
』
と
同
時
期
で
、
そ
れ
よ
り
少
し
後
の
制
作
で
、『
つ
べ
こ
べ

草
』
を
洗
練
さ
せ
た
も
の
、
と
考
え
た
く
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。
推
測
す
る
と
、

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
以
降
、
寛
政
初
期
（
一
七
九
〇
年
頃
）
頃
の
制
作

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
出
版

で
は
あ
る
も
の
の
、
耳
鳥
齋
が
こ
の
絵
画
（
挿
絵
）
を
描
い
た
の
は
天
明
期

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
耳
鳥
齋
没
後
に
そ
の
絵
画
（
挿
絵
）
が
編
集
さ
れ
、



二
二

出
版
を
み
た
と
い
う
考
え
方
も
否
定
で
き
な
い
。
資
料
不
足
か
ら
、
こ
の
問

題
に
は
こ
れ
以
上
深
入
り
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
耳
鳥
齋
の

版
本
と
挿
絵
の
制
作
時
期
を
推
測
す
る
際
に
、
見
逃
す
こ
と
な
く
お
さ
え
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

　

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
宮
武
外
骨
が
『
歳
時
滅
法
戒
』〔
図
37
、

38
〕
と
し
て
再
版
復
刻
を
試
み
た
の
は
、「
耳
鳥
齋
の
筆
畫
本
中
最
も
傑
出
せ

る
も
の
な
り
」（
外
骨（

（（
（

）
と
い
う
評
価
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
歳
時
滅
法

戒
』
の
題
名
は
、
風
来
散
人
の
序
文
の
言
葉
を
引
用
し
て
付
け
ら
れ
た
。
外

骨
の
回
想
に
よ
れ
ば
、「
大
阪
の
書
肆
田
村
九
兵
衛
、
往
年
此
『
歳
時
滅
法

戒
』
の
版
木
を
蔵
し
居
り
て
、
彩
色
な
き
墨
摺
一
度
の
も
の
を
製
し
、『
耳
鳥

齋
畫
譜
』
と
改
題
し
て
発
賣
し
た
り
と
あ
り
、
其
後
此
版
木
轉
賣
さ
れ
て
、

近
頃
終
に
予
の
所
有
と
な
り
た
り
、
因
て
今
回
享
和
三
年
の
原
本
に
拠
り
、

新
に
彩
色
版
を
加
え
て
発
賣
す
る
こ
と
ゝ
せ
り（

（（
（

。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
要
す

る
に
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
以
降
に
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
幕
末
ま
で
に
、

こ
の
版
木
の
所
有
者
で
、
大
坂
船
場
い
な
り
の
宮
北
ノ
門
前
に
店
を
構
え
て

〔図37〕�『歳時滅法戒』（『かつらかさね』改題）
（表紙）

〔図38〕『歳時滅法戒』（『かつらかさね』改題）（二十八オ、二十七ウ）



耳
鳥
齋
の
版
本
挿
絵
に
お
け
る
作
風
展
開

二
三

い
た
書
肆
の
藤
屋
（
田
村
九
兵
衛
）
が
、『
耳
鳥
齋
画
譜
』
と
改
題
し
て
墨
摺

の
み
で
再
版
を
世
に
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

に
刊
行
さ
れ
た
初
版
『
か
つ
ら
か
さ
ね
』
は
色
刷
り
で
あ
る
が
、
田
村
久
兵

衛
が
そ
の
版
木
を
手
に
入
れ
て
、
墨
に
よ
る
単
色
刷
り
の
『
耳
鳥
齋
画
譜
』

を
出
版
し
た
。
お
そ
ら
く
、
明
治
初
年
の
刊
行
だ
と
推
測
さ
れ
る
が
、
単
純

に
色
彩
を
省
い
た
た
め
、
二
十
八
丁
の
焚
火
の
図
で
は
、
赤
の
み
で
刷
ら
れ

て
い
た
鳥
居
の
形
が
消
え
て
、
何
の
図
様
か
わ
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
雑
な

摺
り
と
な
っ
て
い
る
〔
図
39
〕（

（（
（

。

十
一　
『
畫
本
古
鳥
圖
賀
比
』（
上
中
下
巻
一
冊
、
文
化
二
年
・

一
八
〇
五
）

　
『
畫
本
古
鳥
圖
賀
比
』（
上
中
下
巻
一
冊
、
木
版
色
刷
、
縦
二
四
・
八
×
横
一

七
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
は
〔
図
40
、
41
、
42
〕、
文
化
二
年
の
耳
鳥
齋
没

後
に
出
版
さ
れ
た
木
版
刷
り
の
版
画
集
で
あ
る
。
本
絵
本
に
は
多
色
の
色
刷

本
と
墨
の
み
の
墨
摺
本
と
の
二
種
類
が
遺
存
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、〔図40〕『畫本古鳥圖賀比』（表紙）

〔図39〕『耳鳥齋画譜』（『かつらかさね』改題）（二十八オ、二十七ウ）



二
四

入
手
で
き
る
多
く
の
も
の
は
明
治
に
刊
行
さ
れ
た
絵
本
で
あ
る
。

　

上
巻
で
は
、
祝
儀
、
不
祝
儀
、
頑
丈
、
不
頑
丈
、
養
生
、
不
養
生
の
四
つ

の
場
面
、
中
巻
は
、
さ
ら
へ
講
、
鉦
講
、
大
胆
者
、
臆
病
者
の
四
つ
の
場
面
、

下
巻
は
、
太
夫
職
、
杓
子
か
け
、
知
者
、
念
者
の
や
は
り
四
つ
の
場
面
に
よ

っ
て
、
人
々
の
姿
が
奇
抜
な
描
写
で
登
場
す
る
。
各
頁
に
は
、
奇
妙
な
姿
と

の
ど
か
さ
を
本
領
と
す
る
心
理
描
写
が
対
照
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
、
機
知
と

ユ
ー
モ
ア
が
溢
れ
る
戯
画
の
集
大
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

表
紙
と
奥
付
を
見
る
と
、
二
種
類
が
あ
り
、
一
つ
は
扉
表
紙
に
「
耳
鳥
齋

畫　

畫
本
古
鳥
圖
賀
比　

浪
華
書
肆　

文
進
堂
蔵
」、
奥
付
に
は
「
浪
華
書
肆　

河
内
屋
喜
兵
衛　

河
内
屋
宗
兵
衛　

藤
屋
徳
兵
衛　

大
阪
塩
町
四　

前
田
梅

〔図41〕『畫本古鳥圖賀比』（巻之上・左が七オ、右が六ウ）

〔図42〕『畫本古鳥圖賀比』（巻之中・二十オ、十九ウ）



耳
鳥
齋
の
版
本
挿
絵
に
お
け
る
作
風
展
開

二
五

吉
求
板
」〔
図
43
〕
と
記
さ
れ
て
お
り
、
も
う
一
つ
は
、
扉
表
紙
に
「
耳
鳥
齋

畫　

畫
本
古
鳥
圖
賀
比　

尾
陽
書
肆　

文
光
堂
蔵
」、
奥
付
に
は
「
書
肆　

河

内
屋
喜
兵
衛　

河
内
屋
宗
兵
衛　

藤
屋
徳
兵
衛　

名
古
屋
区
鉄
砲
町　

梶
田

勘
助
求
板
」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
図
44
〕。
後
者
は
名
古
屋
の
書
肆
に
板
を
求

め
ら
れ
た
も
の
で
、
明
治
期
に
は
耳
鳥
齋
の
戯
画
が
大
阪
の
み
な
ら
ず
、
名

古
屋
地
域
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
て
貴
重
で
あ
る
。
名
古

屋
の
梶
田
勘
助
求
板
に
つ
い
て
は
、
多
色
の
色
刷
本
と
墨
の
み
の
墨
摺
本
と

の
二
種
類
が
遺
存
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
推

測
で
き
る
。
な
お
、
名
古
屋
版
は
色
彩
が
生
々
し
く
て
汚
く
、
質
の
落
ち
る

も
の
だ
と
い
っ
て
よ
い（

（（
（

。

　

題
名
は
通
常
「
え
ほ
ん
こ
と
り
つ
か
い
」
と
読
む
が
、「
え
ほ
ん
ふ
る
い
ち

ょ
う
つ
が
い
」
と
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る（

（（
（

。
と
い
う
の
も
、
序
文
に
「
耳

鳥
が
も
の
を
番
へ
る
や
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
左
右
を
対
照
（
対
称
）
さ
せ

る
蝶
番
の
形
式
に
よ
る
絵
本
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、「
こ
と

り
つ
か
い
」
と
は
、
古
代
の
官
職
名
で
、
防
人
を
手
配
す
る
役
職
者
、
あ
る

い
は
、
相
撲
の
節
会
の
た
め
に
、
相
撲
取
り
を
呼
び
集
め
る
責
任
者
の
こ
と

を
い
う
。
つ
ま
り
、
二
つ
（
二
人
）
を
競
い
合
わ
せ
る
と
い
う
意
味
に
な
ろ

う
。

　

内
容
の
一
例
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
大
胆
者
と
臆
病
者
を
組
み
合
わ
せ
た

計
六
頁
の
中
の
見
開
き
二
頁
分
に
「
お
く
び
ょ
う
も
の
（
臆
病
者
）」
の
場
面

〔
図
42
〕
が
あ
る
。
行
灯
を
持
ち
、
刀
を
差
し
た
三
人
の
武
士
た
ち
が
、
一
匹

の
蝸
牛
（
こ
の
版
本
で
は
「
な
め
く
じ
」
と
記
す
）
を
前
に
し
て
、
た
じ
ろ

〔図44〕『畫本古鳥圖賀比』奥付（名古屋版） 〔図43〕『畫本古鳥圖賀比』奥付（大阪版）



二
六

ぐ
姿
を
表
わ
し
て
い
る
。
三
人
の
困
惑
し
た
表
情
と
怯
え
た
様
子
が
印
象
深

い
。
画
面
の
余
白
部
分
に
、「
お
く
び
ょ
う
も
の
」、「
で
お
ら
ふ
で
ま
せ
い
、

で
ま
せ
い
で
お
ら
ふ
、
こ
こ
に
で
ん
で
ん
む
し
め
が
」、「
ま
づ
ま
ず
お
ま
ち

な
さ
れ
よ
く
よ
く
、
す
か
し
み
る
と
こ
ろ
に
ふ
た
つ
の
つ
の
を
う
ち
ふ
つ
て
、

わ
れ
わ
れ
に
た
ち
む
か
ふ
あ
り
さ
ま
、
ぶ
し
を
ぶ
し
と
も
お
も
わ
ぬ
、
あ
い

つ
よ
ほ
ど
、
な
め
く
じ
ら
で
ご
ざ
る
」、「
な
め
く
じ
ら
は
口
が
あ
る
や
う
な

い
や
う
し
れ
ぬ
ゆ
へ
、
地
口
を
い
ふ
も
わ
か
ら
ね
ど
も
は
い
ま
わ
り
し
あ
と

を
み
れ
ば
、
よ
だ
れ
の
ご
と
き
も
の
を
以
て
も
じ
を
な
せ
り
、
よ
く
よ
く
み

れ
ば
ア
ホ
よ
ア
ホ
よ
と
つ
づ
け
た
り
」
と
説
明
が
添
え
ら
れ
た（

（（
（

。
こ
の
頁
の

前
に
は
見
開
き
四
頁
で
、「
だ
い
た
ん
も
の
（
大
胆
者
）」
が
描
か
れ
て
お
り
、

両
者
は
対
の
構
成
で
あ
る
。
な
お
、『
畫
本
古
鳥
圖
賀
比
』
に
収
録
さ
れ
た
四

分
の
一
ほ
ど
の
場
面
（
図
様
）
が
、
耳
鳥
齋
に
よ
っ
て
寛
政
五
年
（
一
七
九

三
）
前
後
に
制
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
巻
子
の
《
世
態
聯
画
》（
紙
本
墨

画
、
二
三
・
〇
×
七
四
〇
・
〇
）
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
場

面
は
耳
鳥
齋
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
描
か
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
畫
本
古
鳥
圖
賀
比
』
の
作
風
は
、
か
な
り
写
生
的
な
人
物
描
写
を
特
徴
と

し
て
お
り
、
耳
鳥
齋
が
晩
年
、
と
く
に
寛
政
期
以
後
に
技
術
的
に
大
き
く
腕

を
上
げ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、「
ふ
よ
う
じ
ょ
う
」

の
場
面
な
ど
、
滑
稽
な
仕
草
を
み
せ
る
五
人
の
男
た
ち
は
、
力
強
く
て
柔
軟

な
輪
郭
線
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
て
お
り
、
腕
、
肩
、
足
な
ど
は
絶
妙
に
曲

が
り
く
ね
っ
た
巧
み
な
線
描
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
縦
横
に
引
か
れ
た

線
描
は
、
ま
さ
に
円
熟
期
の
戯
画
作
者
の
力
量
を
証
明
す
る
も
の
だ
と
い
っ

て
よ
い
。
人
物
の
形
態
描
写
は
、
正
確
な
素
描
力
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
起

伏
の
あ
る
身
体
の
立
体
感
（
厚
み
）
を
実
現
し
て
お
り
、
す
で
に
耳
鳥
齋
が

素
人
画
家
で
は
な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
版
本
全
体
を
貫
く
特
徴
は
と

い
え
ば
、
大
き
く
口
を
開
け
た
人
物
の
横
顔
で
あ
ろ
う
。

　

耳
鳥
齋
の
戯
画
を
近
代
漫
画
の
源
流
だ
と
い
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
は
難
し

い
が
、
一
コ
マ
漫
画
や
、
見
開
き
四
か
ら
六
頁
で
の
一
図
の
独
創
的
な
構
成
、

ま
た
漫
画
の
ふ
き
出
し
を
用
い
た
よ
う
な
場
面
は
、
近
代
漫
画
の
原
点
を
仄

め
か
す
。

お
わ
り
に

　

耳
鳥
齋
の
版
本
は
、
制
作
年
不
明
の
作
品
が
多
い
肉
筆
画
の
制
作
時
期
を

推
定
す
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
で
は
あ
る
が
、『
か
つ
ら
か
さ
ね
』
の
挿
絵
の

よ
う
に
、
没
後
の
出
版
の
場
合
、
何
時
制
作
さ
れ
た
挿
絵
を
編
集
し
た
の
か

は
分
か
ら
な
い
。『
か
つ
ら
か
さ
ね
』
の
挿
絵
は
、
出
版
年
か
ら
考
え
て
、
耳

鳥
齋
が
没
す
る
時
期
の
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
あ
る
い
は
享
和
三
年
（
一

八
〇
三
）
に
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
作
風
を
検
討
す
る
と
、
刊
行

年
の
近
い
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
の
『
畫
本
古
鳥
圖
賀
比
』
に
見
ら
れ
る

人
物
描
写
と
は
様
式
的
に
か
な
り
距
離
が
あ
る
。
一
方
、
二
十
年
ほ
ど
昔
の

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
刊
行
の
『
つ
べ
こ
べ
草
』
の
人
物
描
写
に
酷
似
す

る
こ
と
か
ら
、
そ
し
て
ま
た
、『
つ
べ
こ
べ
草
』
よ
り
も
形
態
描
写
が
洗
練
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
明
六
年
以
後
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期
に
制
作

さ
れ
、
そ
れ
か
ら
二
十
年
近
く
経
っ
た
耳
鳥
齋
没
後
に
編
集
出
版
さ
れ
た
と



耳
鳥
齋
の
版
本
挿
絵
に
お
け
る
作
風
展
開

二
七

も
考
え
ら
れ
る
。

　

要
す
る
に
、
耳
鳥
齋
に
よ
る
『
絵
本
水
や
空
』（
安
永
九
年
・
一
七
八
〇

年
）
か
ら
『
畫
本
古
鳥
圖
賀
比
』（
文
化
二
年
・
一
八
〇
五
）
ま
で
の
す
べ
て

の
版
本
を
年
代
順
に
検
討
す
る
と
、
全
体
と
し
て
は
、
だ
い
た
い
絵
本
の
刊

行
年
に
従
っ
て
、
挿
絵
の
制
作
年
を
確
定
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
わ
れ
る

が
、
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
必
ず
し
も
刊
行
年
通
り
に
挿
絵
が
制
作
さ
れ
た

と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
、
耳
鳥
齋
に
よ
っ
て
挿
絵

が
描
か
れ
た
制
作
年
と
、
そ
れ
ら
が
版
本
と
し
て
編
集
さ
れ
た
刊
行
年
と
に

タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
耳
鳥
齋
の
肉
筆
画
の
多
く
が

制
作
年
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
挿
絵
の
制
作
年
を
あ
る
程
度
示
唆
す
る
絵

本
の
刊
行
年
は
、
耳
鳥
齋
の
肉
筆
画
の
制
作
年
を
推
定
す
る
た
め
に
大
い
に

役
立
つ
こ
と
と
、
戯
画
作
者
と
し
て
の
耳
鳥
齋
の
歩
み
を
ゆ
る
や
か
に
跡
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
き
わ
め
て
貴
重
な
資
料
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
耳
鳥
齋
の
版
本
は
、
明
治
期
に
な
っ
て
も
人
気
が
衰
え
ず
、
大
阪
の

み
な
ら
ず
、
名
古
屋
で
も
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。

　

こ
こ
で
採
り
上
げ
た
耳
鳥
齋
の
絵
本
の
中
で
は
、
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
『
絵

本
水
や
空
』（
安
永
九
年
）
の
み
ず
み
ず
し
い
作
風
も
素
晴
ら
し
い
が
、
宮
武

外
骨
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
耳
鳥
齋
の
筆
畫
本
中
最
も
傑
出
せ
る
も
の（

（（
（

」
は

『
か
つ
ら
か
さ
ね
』（
享
和
三
年
）
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

注（
1
）		

肥
田
晧
三
「
耳
鳥
齋
の
版
本
作
品
に
つ
い
て
」、『
笑
い
の
奇
才 

耳
鳥
齋
！ 

近

世
大
坂
の
戯
画
』、
伊
丹
市
立
美
術
館
編
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
九
〇
―
九

三
頁
。

（
2
）		

高
安
月
郊
「
上
方
の
浮
世
絵
―
大
阪
の
人
々
」、『
上
方
趣
味
』、
大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
）、
五
頁
。

（
3
）		

前
掲
書
、
肥
田
晧
三
「
耳
鳥
齋
の
版
本
作
品
に
つ
い
て
」、
九
〇
頁
。

（
4
）		

同
書
、
九
〇
頁
。

（
5
）		

同
書
、
九
〇
頁
。

（
6
）		

宮
尾
し
げ
を
『
絵
本
水
也
空
』、
素
描
社
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）。

（
7
）		

前
掲
書
、
肥
田
晧
三
「
耳
鳥
齋
の
版
本
作
品
に
つ
い
て
」、
九
一
頁
。

（
8
）		

同
書
、
九
一
頁
。

（
9
）		

早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
、
大
阪
歴
史
博
物
館
編
『
日
英
交
流 

大
坂
画
壇
歌
舞
伎
展
―
上
方
役
者
絵
と
都
市
文
化
―
』、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇

五
）、
七
二
頁
。

（
10
）		

前
掲
書
、
肥
田
晧
三
「
耳
鳥
齋
の
版
本
作
品
に
つ
い
て
」、
九
一
頁
。

（
11
）		

同
書
、
九
二
頁
。

（
12
）		

同
書
、
九
二
頁
。

（
13
）		

同
書
、
九
二
頁
。

（
14
）		

同
書
、
九
二
頁
。

（
15
）		

同
書
、
九
二
頁
。

（
16
）		

同
書
、
九
二
頁
。

（
17
）		

肥
田
晧
三
「
が
こ
う
髷
研
究
」、
絵
入
本
学
会
発
表
レ
ジ
ュ
メ
、
平
成
二
十
四
年

（
二
〇
一
二
）
十
二
月
八
日
。

（
18
）		

水
野
稔
編
『
洒
落
本
大
成
』
第
十
八
巻
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
八
年
（
一

九
八
三
）、
三
七
五
頁
。

（
19
）		

前
掲
書
、
肥
田
晧
三
「
耳
鳥
齋
の
版
本
作
品
に
つ
い
て
」、
九
三
頁
。

（
20
）		
同
書
、
九
三
頁
。

（
21
）		
宮
武
外
骨
再
版
『
歳
時
滅
法
戒
』
の
「
首
書
」、
雅
俗
文
庫
、
明
治
四
十
四
年
。

（
22
）		
同
書
の
「
首
書
」。

（
23
）		

日
野
龍
夫
編
『
京
都
大
学
蔵 

大
惣
本
稀
書
集
成
』
第
十
二
巻
、
臨
川
書
店
、
平



二
八

成
七
年
（
一
九
九
五
）、
四
七
七
頁
。

（
24
）		

名
古
屋
版
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
松
浦
章
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
25
）		

細
木
原
青
起
「
日
本
漫
画
略
史
」、
日
本
漫
画
会
『
漫
画
講
座　

第
二
巻
』、
建

設
社
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
二
〇
頁
。

（
26
）		
中
谷
伸
生
「
耳
鳥
齋
『
画
本
古
鳥
図
賀
比
』（
上
中
下
巻
）
一
冊
」（
資
料
紹
介
）、

『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
二
十
四
号
、
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
刊
行
会
、
平
成
二
十
三

年
（
二
〇
一
一
）、
一
五
〇
頁
。

（
27
）		

前
掲
書
、
宮
武
外
骨
『
歳
時
滅
法
戒
』
の
「
首
書
」。

〔
付
記
〕
本
研
究
は
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成

支
援
事
業
「
東
ア
ジ
ア
文
化
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
構
築
と
活
用
の
研
究
拠
点
形

成
」（
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
代
表
・
松
浦
章
）
お
よ
び
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
耳

鳥
齋
の
戯
画
と
近
代
漫
画
の
比
較
研
究
―
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
源
流
と

し
て
の
江
戸
時
代
の
戯
画
―
」（
代
表
・
中
谷
伸
生
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



耳
鳥
齋
の
版
本
挿
絵
に
お
け
る
作
風
展
開

二
九

Development of Style in the Book Illustrations  
of Nichosai

NAKATANI Nobuo

	 Nichosai was a painter of giga （humorous pictures） probably born before 
1751 （Horeki 1）, active during the Annei （1772–81） and the Kyowa （1801–04） 
periods, and thought to have died in either 1802 （Kyowa 2） or 1803 （Kyowa 
3）. His artistry had matured by the Kansei period （1789–1801）.
	 The hanpon （woodblock-printed illustrated books） Nichosai was involved 
with have been the subject of previous research by Hida Kozo, yet his 
research was comparatively brief. In this paper, the author discusses the 
illustrations Nichosai made for these books, a topic that has as yet received 
little attention from scholars, focusing on the unique characteristics of his 
style.
	 Nichosai published four works of hanpon while he was alive, and two more 
were published immediately after his death. In addition, he drew occasional 
illustrations for various other books, and with Hida’s introduction to work as a 
guide, this paper will touch briefly on the development of Nichosai’s book 
illustrations. This will help elucidate the development of Nichosai’s style as a 
book illustrator, and deepen our understanding of its relationship to his giga.




